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１.はじめに
近年，正社員が削減され，パート・アルバイト・派遣・契約社員などの非正規労働者が３人に
１人を占めるほど急増している．また，フルタイムで働いても生活保護以下の収入しか稼げない
ワーキングプアの増加が問題になっている．非正規労働者は賃金も低く簡単に解雇されたちまち
生活困窮に陥る不安定な状況に置かれている．その意味で非正規労働とワーキングプア問題は密
接に関連し合っている．
これらの問題は経済のグローバル化にともなうコスト競争と市場変動，サービス産業化，働き
方の多様化などに起因し世界共通の現象といってよい．しかし，非正規労働や貧困問題を分析す
る際には?それぞれの国の社会システムの構造と深くかかわり合っている?という視点を常に持
つことがなによりも大切であると著者は説く．長年にわたって非正規労働問題を研究してきた著
者がおもに日本と韓国の比較研究を交えながら?日本型ワーキングプアの本質?に迫ろうとした
のが本書である．
２.本書の構成と内容
本書は，前半と後半の２部から構成される．前半の１～４章は，中心テーマである非正規労働
問題を引き起こしている経済の構造変化と日本特有の社会システムに焦点を当てながら日本型
ワーキングプアの本質を解明しようと試みている．後半の５～８章は，おもにインタビューで構
成され，正規と非正規を隔てる?壁?の存在を取り上げ，雇用や賃金，処遇の格差を改善した事
例を取材し，本書の副題にある?多様性を包み込み活かす社会?への方向性を探っている．以下，
各章の概要を紹介していく．
第１章?年越し派遣村から見えたもの?では，大量の派遣労働者が雇い止めや解雇によって職
もカネも住居も失い路頭に放り出され，?非正規労働と貧困が背中合わせにある?現実を社会に知
らしめたことは大きな成果であったと著者は評価している．非正規労働は雇用が不安定で賃金も
低く生活困窮に陥るリスクが高い．それにもかかわらず雇用保険や最低賃金，生活保護などの安
全網は穴だらけで不備であることが問題である．
第２章では，世界的な現象としてプレカリアート（不安定を強いられる非正規労働者）の増大
と非正規労働の日韓比較が取り上げられ，その代表例にイタリアの?1000ユーロ世代?と韓国の
?88万ウォン世代?が描かれている．これらの若者に共通しているのは，経済のグローバル化によっ
て正規職の採用が減らされた時期に就職活動を始めたために，大学を卒業していい仕事に恵まれ
た前の世代と比べて低収入で不安定な非正規職しかつけないのみならず，同世代内においても熾
烈な競争にさらされている運の悪い世代だという点である．
非正規労働者は日本・韓国ともに増大傾向にあるが，そのきっかけは異なる．すなわち，韓国
では IMF経済危機をきっかけに正社員の整理解雇と臨時・日雇いへの非正規転換が加速された．
他方，日本では従来のパート・アルバイトに代わって規制緩和による派遣労働の増加が加速され
た．その結果，韓国では働き盛りの壮年期男性の３人に１人が非正規労働者であるのに対して日
本の男性では１割にも満たない．ただし，若年層ほど非正規労働力率が高まっている傾向は両国
に共通する変化である．
労働力の非正規化の増加をもたらす主要な要因としては，多様な就業形態を希望する働く供給
側の要因と経済のグローバル化・情報化・サービス化による雇用する需要側の要因，それに正規
労働者の雇用保障・処遇に関する労使協約や就労に対する税制・福利厚生や社会保険制度の影響
などに大別される．日韓のデータをつかったシフト・シェア分析によれば，非正規労働の増加の
大半は経済のグローバル化などの経済構造の変化が影響していることが確認される．いずれにし
ろ若い世代では90年代に進展した労働力の非正規化によって正社員の仕事に就くことが難しくな
り，韓国の88万ウォン世代と同じ現象が日本にもみられる．
第３章では，非正規労働の原型である?主婦パートの誕生とその変遷?をたどることによって
日本の非正規就労の核心に迫ろうと試みている．非正規労働の増加は先進国に共通にみられるも
のの，そのなかでどの就労形態が主流を占めるのかは，その国独自の雇用慣行や規制のあり方，
さらには法制度などが非正規労働の中のどの形態が企業にとって最も使い勝手のよい（コストが
節約できる）形態であるのかに影響される．
日本ではパート・アルバイトが非正規労働の８割を占め，正社員の夫に扶養された主婦や若者
が家計を補助するために自発的に選択する就労形態と?えられてきた．そして雇用保障の見返り
に残業や長時間労働・転勤や配置転換など拘束されるのを嫌って都合いい時間に働きたい者は保
障の対象からはずされ，人手不足の穴埋め役や雇用の調整弁として扱われ，生活給よりも割安な
時間給という形で雇用管理されてきた．
したがって，これまで最低賃金でフルタイム働いても生活を成り立たせる必要があるとは?え
られてこなかった．その背景には世帯主（夫）は正社員で家族を扶養し，妻は家事・育児・介護
などの無償労働するかたわらパートタイマーとして家計補助的に働くという?夫婦の性別役割分
業?を前提にした日本的雇用慣行が社会システムとして機能していたからである．
ところが，2000年以降単身のフリーター・派遣・契約社員・嘱託ならびに母子世帯などの非正
規職で生計を維持せざるを得ない人々や世帯が増加してきたので，従来の原型は変化せざるを得
なくなり，ワーキングプア問題がいっきに顕在化し社会問題となってきた．日本では不安定な雇
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用を自発的に選んだ個人の自己責任論が根強いが，著者は企業側の採用方針が変わり，正規職の
採用枠が減少してしまったこと，それにセーフティネットの整備などの制度改革をまったく行っ
てこなかったことなどの諸事情が根本的な原因であると分析している．
さらに著者は?103万円や130万円の壁?のような配偶者控除やサラリーマン妻の年金のように
無償労働を優遇する税制や社会保障制度の存在が日本的雇用慣行に補完されて労働市場に大きな
歪みをもたらしパートタイマーの時給を引き下げ，それが非正規労働者を雇うコストメリットを
生み出しており，日本のワーキングプア問題の核心はまさにこの点にあると指摘する．実際，社
会保険の事業主負担をのがれるために非正規労働者を雇用する企業が増えている．
つづく第４章では，家族の変化や拡大する非正規労働が生み出す格差や貧困問題が論じられて
いる．近年日本の相対的貧困率は国際比較でも高い水準にあり，なかでも７人に１人という貧困
児童の高さは深刻である．貧困問題が深刻なのは，一生懸命働いても生活できないというワーキ
ングプア問題であり，その背景には正社員と非正社員と間の大きな賃金格差やそれを支えている
社会制度や政策などの影響がある．
日本の社会システムの特徴は，男性稼ぎ主の雇用が保障され家族を養える賃金が支払われ，家
事・保育・介護などの無償労働は妻によって担われる．このような性別役割分業が前提に設計さ
れた生活保障の仕組みは?男性稼ぎ主モデル?とよばれる．
これに加えて，もうひとつの特徴は大多数の男性が会社という組織に帰属し，そこでキャリア
を形成し結婚して家族をもち定年になって退職するという人生を?標準的な人生?と位置づけ，
それを大多数のひとが実現できる社会をつくる政策がとられてきたことである．いいかえれば，
政府は企業が従業員の生活を保障し，家族が無償労働をできるような環境を整え国民に暮らしの
安心をあたえる．この?家族主義型福祉国家?が日本の社会政策の背後にある基本的な?え方で
あり，国民の大多数に支持されたからこそ実現可能になったのである．
ただし，このような仕組みは90年代以降の経済の長期不況とグローバル化による競争激化に
よってきしみ始め，格差と貧困の拡大とともに中流神話も幻想になりつつある．さらに若い世代
が定職につき，皆が結婚し子供をもち標準世帯を形成するという家族のあり方も晩婚化と非婚化
それに単身世帯やひとり親世帯の増加ならびに子育て世帯でも正社員の所得減少によって過去の
ものになりつつある．
年収分布をみても世帯主の中間層にしめる割合が減少し下方にシフトしているが，?世帯所得を
上げ中間層をふやす鍵を握っているのは女性の就労にあり，救世主は女性なのだ?(126頁）と指
摘する．そのためには子ども手当の充実よりも女性の就労をサポートする両立支援策や社会保険
を非正規労働者のみならずすべての働き手に拡大適用することが重要である．
以上の１章～４章の前半は，非正規労働問題の現状と問題点ならびに日本的特質の分析編で
あった．つづく５章～８章の後半は，正規と非正規の間を隔てる格差の壁をいかに壊し，?衡な
いし?等待遇を実現するか，そのための連帯は可能か，またどういう社会を目指すべきか，といっ
たいわば非正規労働問題の解決編にあたる．
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第５章では，正社員とパート社員との待遇格差の問題が取り上げられ，パート社員の正社員化
の試みとその背景や問題点が洋菓子メーカーのM 社の事例研究で明らかにされている．パート
タイマー活用の最大の理由は減量経営にともなう人件費の削減にあり，その結果パート採用の比
率は過半数を超え，その戦略化と処遇改善が課題になる．パートから正社員に転換できる機会を
作ることは能力の活用という観点から重要なステップであるが，同一労働同一賃金という?等待
遇の目標を達成することは社員の年功的な厚遇という既得権を手放さない限り困難である．もち
ろん終身雇用と年功処遇では高齢化とグローバル競争に対応できないので能力や仕事の成果をよ
り重視した賃金制度の見直しが徐々に進められていくだろう．
第６章では，非正社員の待遇を上げるために正社員の処遇を引き下げ賃金体系の一本化に取り
組んでいるH電鉄労働組合の事例が紹介されている．当初は契約社員と正社員とは労働条件に格
差がみられたが，労働組合と経営側が処遇改善と賃金の一元化に合意できた背景には，職務が同
じという職場の特殊性があり，年功に偏した賃金体系を職種別の同一労働同一賃金をベースにし
たものに切り替えることを可能にしたと思われる．
いずれにせよ，正社員と非正社員との格差を埋めることは利害が対立するだけにむずかしさを
ともなう．非正社員との格差を放置しておけば，格差や貧困が大きな社会問題になり，ひいては
労働者全体の待遇が下がる可能性があり，労働組合も非正規労働問題に本気で取り組み始めてい
る．
第７章では，韓国社会が非正規労働問題にどう向き合い対応しようとしているかを取材してい
る．非正規職の乱用を防止すために２年を超えて勤務した場合は無期契約の正社員とみなす非正
規職保護法が2007年に施行されたが，正規職への転換は必ずしも効果を上げていない．人件費の
負担を避けたい企業が業務の外注化や派遣，呼び出し労働などの間接雇用への転換，正社員を細
分化して処遇に差をつけるなどの抜け穴的な対応をしているからである．
非正規労働問題に取り組んでいる労働組合や市民団体を取材した著者は，心に残った言葉とし
て，?貧困や非正規労働問題というのは，自分の責任ではなく経済社会の構造的な問題に起因して
いる．当事者がそのことに気づき，そこに主体的にかかわってその状況を変えようとしない限り，
このような社会的な差別問題は解決されることはない?(210頁）と記している．また，いま求め
られているのは，?私たちはだれもひとりでは生きられない．私たちが助け合うことで，初めてひ
とりひとりが自立して生きられる社会を作っていくことではないのだろうか?(218頁）と結んで
いる．
第８章の?希望の経済学?では，韓国の?88万ウォン世代?の著者ウ・ソックン氏や日本のフ
リーター全般労働組合の執行委員の清水直子氏との対話が掲載されている．非正規労働問題は深
刻な社会問題であるが，みんなが自分の問題としてとらえ一緒に解決するように助け合うことに
よって今までの価値観や豊かさを見直すことで新しい何かが生み出されるのではないか．そこに
希望と可能性があるように思われる．
本書の終章では，これまでの議論が要約されている．そこでも日本型ワーキングプアの本質は
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夫が仕事，妻は家庭という性別役割分業を前提にした雇用慣行と無償労働を優遇する税制・社会
保険制度に起因することが再確認される．多様な就労形態を選んでも格差が生じない仕組みをつ
くる必要があるが，同一労働同一賃金の原則を適用するような環境が整っていない．だれが無償
労働を負担するのかが議論されていないからである．
労働者の保護とセーフティネットを整備し多様な雇用形態の人々を包摂する制度をつくり，?
等待遇を実現し，個人の望む働き方ができる?多様性を包み込み活かす社会?をめざすべきであ
ろう．
３.若干の論評
さいごに本書に関するコメントを述べてみたい．第１に，本書のタイトルは?日本型ワーキン
グプアの本質?とあるが，ワーキングプアの厳密な定義がなされていない??．非正規雇用の多くは
主婦パートや若者のアルバイトで男性世帯主という主な稼得者に扶養され家計補助的な働き方を
する世帯員であり，個人ベースでみれば低賃金労働者であっても，生活単位である世帯ベースで
みれば貧困世帯とはみなされない．
ちなみに，貧困と最低賃金との関連を実証分析した橘木ら（2006）によれば，最賃未満の労働
者には女性，若者が多く世帯主であるケースが15％と少なく，貧困世帯は３割程度であり，残り
の７割は夫や親の収入によって貧困線以上の世帯収入を得ている．逆に見れば，これら家計補助
的な働き手の賃金は生計を立てるほどの高い水準でなくても問題にされなかった．さらに著者に
よれば税制における配偶者控除がパートの時給を引き下げる要因として働いた．
フルタイムで働いても最低生活費以下の低収入しか稼げないという意味での本来のワーキング
プアの問題が顕在化してきたのは，若者を中心にフリーター・派遣労働者などの単身世帯やパー
トの母子世帯などが増加し，低収入でも生活しなければならない人々が急増し社会問題化してき
たからである．非正規労働とそれと背中合わせにあるワーキングプアの日本的特徴は，性別役割
分業やそれを補完する税や社会保障制度に由来するという本書のジェンダー的アプローチは主婦
パート問題には説得力があるが，それ以外の非正規形態にも適用可能なのかは十分な検証が必要
だろう．
第２には，非正規雇用問題の核心は，契約期間の定めがない無期雇用の正社員と期間の定めが
ある有期雇用の非正社員との間に雇用保障やキャリア形成や賃金処遇の面で大きな格差の壁があ
り，その壁を壊して雇用形態間の転換と?等待遇を実現することにある．しかし，それには乗り
越えなければならないいくつかの壁があり，働き方が多様化しつつある状況の下では有期雇用を
規制し正社員化をはかれば問題が解決するというほど単純な問題ではない??．
まず解雇や失業に対する雇用保障の面で保護された正社員と不安定な非正社員の間にある大き
な落差ないし不?衡を改善することが求められるが，雇用の柔軟性と安全保障との相反する要請
をいかに調和させるかが大きな課題になる．その点でデンマークやオランダなどで採用されてい
る高い雇用柔軟性と生活保障を両立させる?フレキシキュリティ?の仕組みが注目される．失業
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した時には失業給付が支給され，教育や職業訓練によってキャリアアップと就労支援がはかられ
ている．
欧米では技能形成のための職業訓練の場が企業の外部に整備され，職業能力の評価基準も確立
しており，また給与体系も職務給が一般に採用されているので転職市場が発達し離転職が容易に
できる．これに対して日本では企業に新卒一括採用された正社員が仕事を経験しながら技能を形
成し職業能力の向上に応じて昇進・昇給するという内部労働市場が発達したために職業能力の社
会的な評価基準も技能訓練の場も整備されていない．その結果，職業訓練や技能向上の機会に恵
まれない外部人材の非正社員と内部人材の正社員との間には職業能力の大きな格差という壁が形
成されることになり，それが正社員の年功給と非正社員の時給という大きな賃金格差を生み出す
要因ないし背景になっている．
評者は，この点に非正規労働の日本的な特質のひとつがあると?えている．いずれにせよ職務
給が定着している欧米では同一労働同一賃金の原則が妥当しやすいが，職能資格制度が定着して
いる日本における?等待遇の原則を探求することが大きな課題になろう．
非正規労働の日本的特質に関する分析と解決・実践に関す興味ある書物として一読を勧めたい．
注
１)ワーキングプアの定義に関しては駒村（2008）を参照．
２)雇用格差や労働市場改革に関しては小林（2008)，鶴ら（2009)，八代尚宏（2009）を参照．
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